
平成２９年度第２回本庄市総合教育会議 次第 

日 時 平成２９年１１月１日（水） 

午後２時から３時３０分（予定） 

場 所 本庄市役所５０４会議室

１．開  会

２．市長挨拶

３．教育長挨拶

４．議  題 

 （１）次期教育大綱（案）について（協議）    資料１－１ 

                         資料１－２ 

                         資料１－３ 

                         資料１－４ 

 （２）学力・体力の向上について（報告）     資料２  

 （３）今後の総合教育会議において協議すべき事項について 

（意見交換） 

５．その他 

６．閉  会

【配布資料】

資料 1-1：次期教育大綱（案）について（A4両面 1枚）
資料 1-2：本庄市教育大綱（案）（A4両面 1枚）
資料 1-3：本庄市教育大綱（A4両面 1枚）
資料 1-4：次期本庄市総合振興計画（素案）一部抜粋（A4冊子）
資料 2： 学力・体力の調査結果等（A4冊子）



資料１－１ 

次期教育大綱（案）について 

１．教育大綱の趣旨 

教育大綱は、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」第１条の３の規定に基づき策

定するものです。 

その内容は、地方公共団体の長は、総合教育会議において、教育委員会と協議して、教

育基本法第１７条第１項に基づき策定される国の教育振興基本計画における基本的な方針

を参酌し、その地域の実情に応じ、当該地方公共団体の教育、学術及び文化の振興に関す

る総合的な施策についての大綱を策定することと規定されています。 

 この規定に基づき、本市でも、平成２８年４月に「本庄市教育大綱（平成２８年度～平

成２９年度）」（資料１－３）を策定しています。 

２．次期教育大綱（案）（資料１－２）の構成・内容について 

全体の構成及び基本理念の主題部分は、現在の教育大綱を踏襲し、それ以外の部分につ

いては、現大綱と同様に本市の最上位計画である総合振興計画（次期）に基づいた内容と

しています。（※前回の会議で協議済） 

＜全体構成＞・「基本理念」（表面）と「基本方針」（裏面）の二段構成（現大綱踏襲）。 

＜全体内容＞・本市の偉人である塙保己一の理念及び現在策定中の「次期本庄市総合振興

計画（前期基本計画：平成３０年度から平成３４年度）」の教育文化分野の

部分（資料１－４）に基づいて策定。 

≪基本理念≫ ①主題：「世のため、後のための教育」 

→現大綱踏襲。 

※塙保己一の理念である「世のため、後のため」のフレーズは、

次期総振の基本構想で掲げる「本市の目指す将来像」の中でも、

「あなたと活かす みんなで育む 歴史と教育のまち 本庄  

～世のため、後のため～」という形で使用。 

②副題：「～未来を拓く人を育み、歴史と文化の薫るまち～」 

→次期総振の教育文化分野の政策大綱のフレーズ。 

③塙保己一についての記載部分：基本的には現大綱を踏襲するが、副題に

沿う形にするため「未来へ飛躍する人材」

（現大綱）→「自ら未来を切り拓くこと

のできる人材」へ一部変更。 



資料１－１ 

≪基本方針≫ ①６つの柱立て：次期総振の教育文化分野における６つの「分野別施策大

項目」と同一。 

②各柱立ての具体的文言：上記の各施策大項目に掲げる内容（目指す姿、

現況と課題、施策の取組内容（＝施策中項目）

等）から要点部分を抽出し整理。 

３．次期教育大綱（案）の期間について 

・平成３０年度から平成３４年度の５年間 （※前回の会議で協議済） 

４．今後のスケジュールについて 

次期教育大綱策定までのスケジュール（予定）

平成29年11月1日 
第２回総合教育会議 

・大綱（案）策定 

平成29年11月14日 
庁議（付議） 

・大綱（案）策定及びパブリックコメント実施について 

平成29年11月17日 
市議会全員協議会 

・大綱（案）策定及びパブリックコメント実施について 

平成29年12月1日 
広報ほんじょう１２月号 

・大綱（案）パブリックコメント実施の周知 

平成29年12月4日（月）

～平成30年1月４日（木） 
大綱（案）パブリックコメント実施（素案の公表） 

平成30年1月17日 
第３回総合教育会議 

・大綱（案）パブリックコメント実施結果について 他 

平成30年1月23日 
庁議（各部連絡事項） 

・大綱（案）パブリックコメント実施結果について 

平成30年2月1日 
広報ほんじょう２月号 

・大綱（案）パブリックコメント結果閲覧の周知 

平成30年2月5日（月）

～3月5日（月） 
大綱（案）パブリックコメント結果閲覧 

平成30年2月上旬 大綱策定（完成） 

平成30年2月中旬 
市議会全員協議会 

・大綱配布（パブリックコメント結果添付） 

平成３０年４月 大綱の公表 

【参考：現在の教育大綱策定時のパブリックコメント実施結果】 

期  間：平成２７年１２月７日～平成２８年１月８日 

提出人数：３人 

提出件数：１３件 

提出内容：大綱全般２件、基本理念：２件、基本方針１：４件（うち修正実施１件）、 

基本方針２：２件、基本方針３：１件、基本方針５：２件 



資料１－２ 

本庄市教育大綱（案）
（平成３０年度～平成３４年度） 

基本理念 

世のため、後のための教育

～未来を拓く人を育み、 

歴史と文化の薫るまち～ 

本市は、江戸時代の盲目の国学者である塙保己一

生誕の地です。 

本市の教育は、塙保己一の遺したことば「世のた

め、後のため」の理念のもと、自ら未来を切り拓く

ことのできる人材を育成します。 



基本方針 

１ 確かな学力と自立する力の育成 

２ 豊かな心と健やかな体の育成 

３ 教育環境の整備 

４ 生涯学習の活発化 

５ 文化財の保護と活用の推進 

６ 生涯スポーツ・レクリエーションの促進 

社会の激しい変化に対応し、多種多様な課題を解決できる確かな学力と、夢や志を持ち主体的・意欲的に

自らの人生を切り拓く力を持った子どもたちの育成に、学校・家庭・地域が一体となって取り組みます。 

互いの生命と人権を尊重し他者の痛みを共有できる豊かな心を持つとともに、体力の向上を図り運動に親

しむ、心身ともに健やかな子どもたちを育成します。 

子どもたちが快適かつ安心して学習に取り組めるよう、学校支援体制の強化や学校施設の計画的整備、教

育機器の充実などの教育環境の整備を推進します。 

誰もが豊かで充実した人生を送れるよう、多様なニーズに対応した学びの場の提供と情報発信を行い、学

びの成果を発揮できる機会の創出を図ることで、生涯学習と芸術文化活動の活発化を推進します。 

長い歴史と伝統を持つ本市の貴重な財産である文化財を適切に保護し、未来へと継承しつつ、これらを学

び親しみ、また市内外にその魅力を広く発信していくとともに一層の有効活用を図ります。 

誰もがいつまでも心身ともに健康で生きがいを持って暮らせるよう、「市民一人１スポーツ」を目標とし

て、生涯スポーツ・レクリエーションを促進します。 



資料１－３
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資料１－４　次期本庄市総合振興計画（素案）より「教育文化分野」部分等を一部抜粋
　　　　 　（※計画の内容はH29.9.5のパブリックコメント実施時点のもの）
　　　　　 （※今後、内容変更の可能性あり）
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（参考）　基本構想より一部抜粋　



平成２９年度第２回本庄市総合教育会議資料

１　平成２８年度 全国学力・学習状況調査結果等を受けての重点取組に係る効果の検証

（１）平成２９年度埼玉県学力・学習状況調査結果

学力を伸ばした児童生徒の割合

県全体
（％）

県全体
（％）

県全体
（％）

73.1 71.4

69.6 64.5

71.0 68.4

66.0 64.8

68.3 74.7 88.8

（２）平成２９年度全国学力・学習状況調査結果

正答率における全国平均との差

　【中学校】

H29 H28 H29 H28 H29 H28 H29 H28

国語 △1.8 △5.8 △4.5 △8.3 国語 △5.4 △5.6 △4.2 △9.5

算数 △5.6 △8.2 △2.9 △8.3 数学 △5.6 △11.1 △2.1 △10.2

（3）平成２８年度の重点取組と効果に係る考察

２　平成２９年度 埼玉県及び全国 学力・学習状況調査結果を受けての重点取組に係る計画

（１）平成２９年度　重点課題

（２）時期と実施内容

12月～3月
(冬季･春季休業中を含

む)
○各学校において、平成29年度の問題を加えたコバトンプリント、県学調復習シートに取り組む。

２月
○学力向上推進委員会にて『中学校区で進める「学びのスタンダード」』の完成
○学力向上推進委員会調査問題実施方法研修会にて、調査問題への取り組み方法の統一を図
る。(時間配分・回答順序等)

8月 ○学力向上推進委員会にて『中学校区で進める「学びのスタンダード」』の検討

10月 ○全国・県学調分析シートの作成、教委へ提出。

11月
○学力向上推進員会にて各学校の課題解決の方策について共有。
○学力向上推進委員会にて『中学校区で進める「学びのスタンダード」』の検討

　本市では、これまで授業改善を中心とした学力向上に取り組んできた。具体的には、学力向上担当の学校訪問や各
種研修会を計画・実施するとともに、授業改善のポイントを示し、学習のスタンダード化を図ってきた。また、市学力向
上推進委員会等の組織を活用して、学力学習状況調査の分析方法の統一や、無回答率の改善に向けた調査問題へ
の取組方法の統一などに取り組んできた。さらに、各学校では、授業研究会や研修会等による教員の授業力向上と、
児童生徒の学習習慣の定着に向けた取組等を行ってきた。
　これらの取組より、全国学力学習状況調査では、全国平均正答率との差が縮まり、埼玉県学力学習調査では、県よ
り高い伸び率を示す学年・教科も見られた。これまでの取組の効果が少しずつ現れてきているものと考える。

○効果的な取組の共有化

○教員による、全国学力・学習状況調査「教科に関する調査」問題の出題内容、傾向等の把握

○復習シート等の活用

○『中学校区で進める「学びのスタンダード」』の作成

時期 内容

89.1

　【小学校】
Ａ問題 Ｂ問題 Ａ問題 Ｂ問題

中１→中２ 70.6 68.9

中２→中３ 70.5 77.2

小４→小５ 78.2 82.4

小５→小６ 75.1 61.8

小６→中１ 69.2 68

平成２９年１１月１日（水）

平成２９年度 埼玉県及び全国学力・学習状況調査結果と取組（学力の現状）
学校教育課

国語 算数・数学 英語

本庄市全体
（％）

本庄市全体
（％）

本庄市全体
（％）

資料２



全国を下回る 県を上回る

小学校（小５）男子

握力
上体起
こし

長座体
前屈

反復横
とび

持久走
20mｼｬﾄ
ﾙﾗﾝ

50m走
立ち幅
とび

ソフト
ボール

上位３段階
の割合

（kg） (回） （cm） （点） （秒） （回） （秒） （cm） （m） Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ａ＋Ｂ＋Ｃ

本庄市 15.87 22.21 34.14 46.37 54.04 9.26 153.5 20.91 55.79 17.1% 29.8% 28.5% 16.5% 8.1% 75.4%
全国 16.47 19.67 32.87 41.97 51.89 9.38 151.39 22.42 53.92 11.7% 25.1% 33.5% 20.6% 9.1% 70.3%
埼玉県(8位) 16.5 21.28 34.22 44.01 56.82 9.29 155.09 21.36 55.84 15.7% 29.6% 32.6% 16.2% 5.9% 77.9%

小学校（小５）女子

握力
上体起
こし

長座体
前屈

反復横
とび

持久走
20mｼｬﾄ
ﾙﾗﾝ

50m走
立ち幅
とび

ソフト
ボール

上位３段階
の割合

（kg） (回） （cm） （点） （秒） （回） （秒） （cm） （m） Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ａ＋Ｂ＋Ｃ

本庄市 16.98 21.56 38.83 43.76 46.46 9.44 150.86 13.95 59.3 29.2% 31.4% 27.6% 8.6% 3.2% 88.2%
全国 16.13 18.6 37.21 40.06 41.29 9.61 145.31 13.88 55.54 15.4% 27.2% 33.7% 18.1% 5.6% 76.3%
埼玉県(5位) 16.38 20.41 38.88 42.23 46.8 9.5 150.44 13.75 58.28 23.0% 33.0% 30.2% 11.1% 2.7% 86.2%

中学校（中２）男子

握力
上体起
こし

長座体
前屈

反復横
とび

持久走
1500ｍ

20mｼｬﾄ
ﾙﾗﾝ

50m走
立ち幅
とび

ハンド
ボール

上位３段階
の割合

（kg） (回） （cm） （点） （秒） （回） （秒） （cm） （m） Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ａ＋Ｂ＋Ｃ

本庄市 28.87 30.72 47.98 53.8 375.54 7.78 199.08 19.82 44.96 14.1% 31.8% 37.6% 11.7% 4.8% 83.5%
全国 28.91 27.46 43.06 51.93 391.72 86.24 8.03 194.69 20.59 42.13 7.8% 26.1% 37.9% 21.6% 6.5% 71.8%
埼玉県(5位) 29.25 29.93 46.27 52.81 374.45 91.3 7.93 197.36 21.16 44.43 11.3% 31.6% 36.4% 16.6% 4.1% 79.3%

中学校（中２）女子

握力
上体起
こし

長座体
前屈

反復横
とび

持久走
1000ｍ

20mｼｬﾄ
ﾙﾗﾝ

50m走
立ち幅
とび

ハンド
ボール

上位３段階
の割合

（kg） (回） （cm） （点） （秒） （回） （秒） （cm） （m） Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ａ＋Ｂ＋Ｃ

本庄市 24.06 27.28 49.26 48.24 277.95 8.59 174.24 13.18 53.5 40.4% 35.8% 18.1% 5.7% 0.0% 94.3%
全国 23.75 23.48 45.46 46.6 288.51 58.8 8.83 168.28 12.85 49.56 28.9% 32.5% 26.1% 10.6% 2.0% 87.5%
埼玉県(3位) 24.56 26.6 48.57 47.67 274.58 66.17 8.62 173.7 13.53 53.27 41.1% 32.9% 19.7% 5.6% 0.7% 93.7%

総合評価段階別

総合評価段階別

総合評価段階別

体力
合計点

体力
合計点

体力
合計点

体力
合計点

平成２９年度第２回本庄市総合教育会議資料 平成２９年１１月１日（水）

平成２８年度 全国体力・運動能力等調査結果（体力の現状）
学校教育課

総合評価段階別



平成２９年度 全国学力・学習状況調査結果の概要 （ 案 ） 

１ 調査の目的

義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の

学力や学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を

図るとともに、そのような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイ

クルを確立する。また、学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況

の改善等に役立てる。

２ 調査の対象学年 [児童生徒数] 

・小学校 第６学年  [６０５名] ・中学校 第３学年  [６１２名] 

３ 調査の内容 

○教科に関する調査（国語、算数・数学） 

    ・主として「知識」に関する問題（国語Ａ、算数・数学Ａ） 

・主として「活用」に関する問題（国語Ｂ、算数・数学Ｂ） 

○生活習慣や学校環境に関する質問紙調査 

    ・児童生徒に対する調査、学校に対する調査 

４ 調査日  平成２９年４月１８日（火） 

５ 調査結果の取扱いに関する配慮事項 

調査により測定できるのは学力の特定の一部分であり、学校における教育

活動の一側面であることなどを踏まえること。

■教科に関する調査の平均正答率■                 （単位％）

国語A 国語B 算数・数学A 算数・数学B 

小

学

校

Ｈ29 
７３ 

〔９７．６〕 

５３ 

〔９２．２〕 

７３ 

〔９２．９〕 

４３ 

〔９３．７〕 

H28 ６８．７

〔９４．２〕

５３．０

〔９１．７〕

７１．２

〔９１．８〕

４３．３

〔９１．７〕

中

学

校

Ｈ29 ７２

〔９３．０〕

６８ 

〔９４．２〕 

５９ 

〔９１．３〕 

４６ 

〔９５．６〕 

調査の概要

教科に関する調査

■学習指導要領の領域等のごとの平均正答率■ 

〔 〕内は、全国平均値を100としたときの本市の状況  （単位％）

領域等   国語A 国語B 

話すこと 小学校 62.6 〔90.5〕 59.7 〔92.0〕 

聞くこと 中学校 69.2 〔91.8〕 69.6 〔96.1〕 

書くこと 
小学校 58.3 〔96.2〕 49.8 〔93.3〕 

中学校 80.7 〔94.2〕 56.0 〔92.1〕 

読むこと 
小学校 65.1 〔92.7〕 46.2 〔93.9〕 

中学校 68.8 〔93.2〕 67.1 〔93.1〕 

言語事項
小学校 77.8 〔99.7〕   

中学校 72.0 〔93.3〕 35.0 〔84.5〕 

領域等   算数・数学A 算数・数学B 

数と計算 小学校 76.0 〔94.3〕 49.8 〔94.3〕 

数と式 中学校 64.3 〔91.3〕 44.4 〔95.9〕 

量と測定 小学校 60.6 〔88.1〕 47.9 〔101.9〕 

関 数 中学校 61.9 〔93.8〕 45.2 〔96.0〕 

図 形 
小学校 78.3 〔96.5〕  7.1  〔53.8〕 

中学校 50.9 〔88.7〕 46.7 〔91.9〕 

数量関係 小学校 74.5 〔93.6〕 37.4 〔93.5〕 

資料の活用 中学校 49.2 〔85.4〕 48.5 〔98.8〕 

参考資料



◇◆ 主に児童生徒自身に関すること ◇◆

質問事項
小学校 中学校

H29 H28 H29 H28 

［１］ 毎日朝食を食べている。
95.2

(95.4) 
96.3

(96.5) 
93.1 

(93.2) 
95.2 

(94.3) 

［２］ 新聞を読んでいる。
22.1 

(21.0) 
23.2 

(24.0) 
11.2 

(14.9) 
13.3 

(18.3) 

［３］ 家の人と将来のことについて話す。
58.3 

(50.4) 
64.5 

(60.7) 

［４］ 将来の夢や目標を持っている。
89.1 

(85.9) 
87.8 

(85.3) 
78.6 

(70.5) 
75.2 

(71.1) 
［５］ ものごとを最後までやり遂げてうれ

しかったことがある。

93.9 
(94.8) 

94.7 
(94.4) 

95.0
(94.7) 

93.9 
(94.3) 

［６］ 自分には、良いところがあると思う。
78.6 

(77.9) 
73.4 

(76.3) 
70.8 

(70.7) 
64.7 

(69.3) 
［７］ 人が困っているときは、進んで助け

ている。

88.3 
(85.3) 

84.6
(84.6) 

88.0 
(84.4) 

82.8 
(83.8) 

［８］ いじめはどんな理由があってもいけ

ないことだと思う。

94.8 
(96.1) 

96.4 
(96.6) 

93.7 
(92.8) 

94.5 
(93.7) 

［９］ 人の役に立つ人間になりたいと思う。
92.2 

(92.5) 
92.3 

(93.8) 
92.4 

(91.9) 
92.6 

(92.8) 

［10］ 読書が好き。 
71.6 

(74.3) 
74.8 

(74.6) 
79.4 

(69.9) 
76.9 

(69.9) 
［11］ 住んでいる地域の行事に参加してい

る。 

68.3 
(62.6) 

72.1 
(67.9) 

50.0 
(42.1) 

50.6 
(45.2) 

［12］地域や社会で起こっている問題や出来

事に関心がある。 

68.4 
(63.9) 

70.1 
(70.6) 

63.4 
(59.2) 

62.1 
(65.8) 

［13］毎日、同じくらいの時間に寝ている。 
83.2 

(79.8) 
79.5 

(75.6) 
［14］平日、一日あたりでどれくらいの時間 

携帯電話やスマートフォンをしますか。

（4時間以上） 

4.3 
(3.8) 

2.8 
(3.0) 

10.9 
(9.5) 

8.9 
(8.6) 

◇◆ 主に学校生活・学習に関すること ◇◆

質問事項
小学校 中学校

H29 H28 H29 H28 

［１］学校へ行くのは楽しい。 
89.3 

(86.3) 
88.7 

(86.3) 
80.1 

(80.9) 
82.2 

(81.4) 

［２］学校で友達に会うのは楽しい。 
96.8 

(96.4) 
97.0 

(96.2) 
95.2 

(94.6) 
94.7

(94.7) 

［３］家で学校の宿題をしていますか。 
98.1 

(96.9) 
97.1 

(97.0) 
88.8 

(89.5) 
85.2 

(90.1) 

［４］学校のきまり（規則）を守っている。 
92.3 

(92.6) 
93.2 

(91.5) 
96.5 

(95.2) 
95.5 

(94.7) 

［５］家で学校の授業の復習をしている。 
62.9

(53.8) 
60.7

(55.2) 
65.3 

(50.5) 
61.3 

(51.0) 
［６］前の学年までに受けた授業のはじめに目標

が示されていた。 

88.6 
(88.2) 

87.6 
(87.6) 

94.7 
(87.8) 

92.0 
(84.9) 

［７］自分で計画を立てて勉強をしている。 
75.2 

(64.5) 
70.8 

(62.2) 
60.5 

(51.5) 
59.0 

(48.4) 
［８］友達の前で自分の考えや意見を発表するこ

とは得意である。 

46.2 
(52.2) 

47.4 
(51.7) 

47.0 
(50.5) 

45.8 
(50.2) 

［９］先生は、あなたのよいところを認めてくれ

ている。 

90.0 
(86.0) 

84.9 
(82.6) 

86.0 
(80.4) 

83.8 
(78.0) 

［10］前の学年までに受けた授業の最後に学習内

容を振り返る活動をよく行っていた。 

79.7
(76.2) 

77.1
(76.1) 

85.5 
(66.1) 

75.2 
(63.1) 

［11］前の学年までの道徳の時間では、自分の考

えを深めたり、学級やグループで話し合った

りする活動に取り組んでいたと思う。  

81.1 
(78.5) 

83.8 
(77.6) 

83.5 
(76.0) 

80.8 
(74.1) 

［12］学校の授業時間以外に、どれくらいの時

間、勉強しますか。（30分より少ない割合）

6.5 
(11.3) 

11.2 
(11.9) 

11.6 
(13.2) 

12.9 
(14.4) 

［13］学校が休みの日に、どれくらいの時間、

勉強しますか。（1時間より少ない割合）

36.1 
(42.6) 

37.0 
(43.0) 

28.4
(30.4) 

30.3
(32.0) 

［14］調査問題の解答時間は十分でしたか。

（やや足りなかった、足りなかったと回答した割合）

※国語A・B、算数数学A・Bの4調査の平均

25.9 
(26.5) 

26.8 
(24.4) 

16.2 
(12.9) 

20.2 
(16.9) 

（  ）内は、全国平均値  太字は、全国平均値より結果の良かった項目

質問紙調査



☆

学

力

☆

【小学校】国語、算数の問題Ａ・Ｂの

いずれも全国の平均正答率を下回る。

平均正答率に大きな変化はないが、全

ての教科で、全国との差が縮まった。

☆
学
習
意
欲
等 

本庄市の子どもの「学力」と「学習意欲等」について ～全国学力学習状況調査の結果の概要～

児童生徒に対する質問紙調査結果から

【中学校】国語、数学の問題Ａ・Ｂのいず

れも全国の平均正答率を下回る。国語 B、
数学 A・B で 5 ポイント以上高くなり、国

語Aを除く全ての教科で、全国との差が縮

まった。

教科に関する調査結果から

児童生徒自身に関することでは、全国平均値より結果の良かった項目が昨年度より

多くなり、生活習慣の改善や道徳性の高まりがみられる。また、学校生活・学習に関

する項目では、満足と感じている児童生徒は全国平均より高い傾向が見られる。さら

に、家庭学習の時間からは、平日・休日とも学習習慣の定着が伺われる。

□：よい傾向  ■：改善の必要有り   ⇒：改善策の一例

【小学校・中学校共通で主に児童生徒自身に関すること】

□「将来の夢や目標を持っている」、「住んでいる地域の行事参加している」「地域や社

会で起こっている問題や出来事に関心がある」と答えている割合は、全国平均より

高い。

□「自分には、良いところがあると思う」と答えている割合は、前年度より５ポイン

ト以上増加した。

■一日あたりの携帯電話やスマートフォンの使用時間(4時間以上)が増加した。 

⇒携帯電話やスマートフォンの使い方について課程との連携を図る。

【小学校・中学校共通で主に学校生活・学習に関すること】

□「学校に行くのが楽しい」、「学校で友達と会うのが楽しい」、「先生は、あなたのよ

いところを認めてくれている」と答えている割合は、全国平均より高い。

□「家で学校の授業の復習をしている」、「自分で計画を立てて勉強している」と答え

ている割合は、全国平均より高い。

□「授業以外での学習時間が30分以下の児童生徒」の割合は、全国平均を下回ってい

る。特に小学校では、平日が前年度より 5ポイント弱上っている。

■「友達の前で自分の考えや意見を発表することは得意である」と答えた割合は、全

国平均より低い。

⇒全ての学校生活の中で、意図的に自分の考えを発表する場面をつくり、指導を重ね

ながら、表現することに自信を持たせる。

【小学校：国語】   ◇：よい傾向  ◆：改善の必要有り   ⇒：改善策の一例

◇国語Ａ「言語に関する知識・理解」は、全国平均とほぼ同程度である。

◆国語Ａ「話すこと・聞くこと」に課題が見られる。

⇒話の共通点や相違点を整理しながら、話したり、聞いたりする活動を充実させる。

【小学校：算数】 

◇算数B「量と測定」は、全国平均を上回った。

◆算数Ａ「量と測定」の理解に課題が見られる。

⇒規準の幾つ分という同じ見方で同じ大きさの違いをを実感できるように指導

する。

【中学校：国語】

◇国語B「話すこと・聞くこと」は、全国平均とほぼ同程度である。

◆国語Ａ「話すこと・聞くこと」は、、国語 B「言語に関する知識・理解」に課題が

見られる。

⇒場面や描写の内容を明確にしたり、感じたことを具体的に説明したりする指導

をする。
【中学校：数学】

◇数学B「資料活用」は、全国平均とほぼ同程度である。

◆数学A「資料活用」の技能、理解に課題が見られる。

⇒資料の散らばりの程度を捉える活動を行う際に、資料の範囲の意味を理解でき

るように指導する
昨年度の取組の検証と課題

本市では、日々の授業改善を柱に学力の向上に取り組んできた。一単位時間の学習の進め方を【課題をつかむ→見通をもつ→学び合い→まとめ→ふりかえり】とし、本市のスタンダー

ドとして統一していくことで、児童生徒の学習内容の定着に重点をおいてきた。児童生徒の意識調査「主に学校生活・学習に関すること」の［6］［10］［11］からその成果が見える。

教科に関する調査結果の各調査の平均正答率は、小中学校とも依然として全国平均を下回っている状況である。しかし、昨年度と比較すると、中学校国語 B を除く全ての調査で全国

との差は縮まった。各学校において授業改善が浸透しつつあることが伺える。また、無解答率については、これまでの課題であったが、大きく改善が見られた。授業改善に向けた学校訪

問、各学校のわかる授業を目指した授業研究や各学校における児童生徒の課題に対する改善策が少しずつ成果となった。

○学力向上推進委員会等で、本庄市の実態や各学校の実態を捉えた取組の内容を検討し、全市で共通理解(授業のスタンダード)を図った取り組みをさらに推進します。

○様々な機会を捉え、各学校へ指導主事を積極的に派遣し、学習内容定着のための授業改善の方策を示し、実施状況の確認・見届けを行っていきます。

改善に向けた教育委員会の重点取組



■ 前年度から学力が伸びた児童生徒の全体に対する割合 ■   

■「学校生活等に関する内容」■ 

(1)｢学力の伸び｣より 

◇小学校の第5学年・第6学年の伸びは昨年度とあまり変化はなかったが、中学校

第2学年・第3学年では、前年度を上回る伸びが見られた。 

◇昨年度と比較すると特に中学校第2学年・第3学年の国語、第2学年の数学、第

3学年の英語は、大きく伸びが見られた。 

 (2)平均正答率より 

●平均正答率は、第４学年の算数を除き、各学年・各教科ともに県平均値に達して

いない。 

○昨年度の本市平均正答率と比較すると、国語は、全ての学年、算数・数学では、

中学校第３学年、英語では、中学校第２学年で上回った。 

○14の調査のうち、9調査が県の平均正答率との差が縮まった。他の5調査も県と

ほぼ同等の平均正答率であった・

■教科に関する調査の平均正答率 

太字は、昨年度の本市平均正答率を上回ったもの

〔  〕内は、県平均値を100としたときの本市の状況

〔太字〕は、前年度より県との差が縮まったもの

小学校 中学校

第４学年 第5学年 第6学年 第1学年 第２学年 第３学年

国語
６５．４

〔９７．７〕

６４．５

〔９５．４〕

６７．８

〔９９．４〕

６２．０

〔９６．２〕

５８．５

〔９８．９〕

５４．５

〔９５．２〕 

算数

数学

６２．３

〔１００．８〕

５８．７

〔９５．２〕

５９．３

〔９５．１〕

６０．9 
〔９２．４〕

５３．９

〔９８．３〕 

５８．５

〔９４．８〕

英語
５８．０

〔９７．１〕

５３．５

〔９６．７〕

１ 調査の目的

本県の児童生徒の学力や学習に関する事項等を把握することで、 

教育施策や指導の工夫改善を図り、児童生徒一人一人の学力を確実に

伸ばす教育を推進する。 

２ 実施日  平成２９年４月１日（木）

３ 調査の対象 [児童生徒数] 

・小学校 第４学年～第６学年  [１,８４６名] 

・中学校 第１学年～第３学年  [１,８３３名] 

４ 調査事項 

 (1)児童生徒に対する調査 

○教科に関する調査 

小学校第４学年から中学校第１学年まで［国語、算数・数学］ 

中学校第２学年及び第３学年     ［国語、数学、英語］ 

○質問紙調査 

学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面等に関する質問調査

  (2)学校に対する調査 

平成 29 年度 埼玉県学力・学習状況調査結果の概要（ 案 ） 

調査の概要

教科に関する調査

参考資料



■「規律ある態度」■ ※質問事項は、教育に関する３つの達成目標の内容を抜粋 

※「よくできる」「だいたいできる」を合わせた値（単位％） 

質問事項
小学校 中学校

第４学年 第5学年 第6学年 第1学年 第2学年 第3学年

１登校時刻
87.2 

(91.0) 
93.1 

(94.4) 
94.4 

(95.6) 
98.0 

(98.1) 
97.9 

(97.5) 
96.3 

(97.0) 
２授業開始

時刻

89.9 
(91.4) 

94.3 
(95.2) 

95.8 
(95.9) 

97.3 
(98.2) 

96.9 
(97.6) 

97.9 
(97.2) 

３靴そろえ
81.5 

(84.0) 
88.6 

(87.6) 
90.4 

(89.1) 
93.9 

(92.7) 
93.9 

(91.9) 
96.1 

(91.9) 

４整理整頓
79.5 

(82.1) 
83.0 

(84.6) 
83.9 

(84.1) 
90.5 

(88.0) 
87.2 

(84.9) 
89.7 

(85.8) 

５あいさつ
78.2 

(81.2) 
79.5 

(82.1) 
81.2 

(82.1) 
81.7 

(85.1) 
85.6 

(85.2) 
80.3 

(82.4) 

６返事
86.1 

(87.9) 
86.6 

(90.0) 
84.7 

(88.1) 
90.4 

(90.5) 
87.8 

(88.4) 
85.5 

(86.8) 
７ていねいな

言葉づかい

82.4 
(85.1) 

88.3 
(88.2) 

87.2 
(87.8) 

92.5 
(92.2) 

92.6 
(90.5) 

90.6 
(89.4) 

８優しい

言葉づかい

82.9 
(84.1) 

86.0 
(85.7) 

83.2 
(83.8) 

92.0 
(91.1) 

88.7 
(86.9) 

89.2 
(84.0) 

９学習準備
74.0 

(79.5) 
87.8 

(89.3) 
88.2 

(88.6) 
91.4 

(91.6) 
89.5 

(88.6) 
88.2 

(87.7) 
10話を聞き
発表する

77.0 
(78.6) 

80.1 
(78.8) 

77.1 
(75.1) 

79.1 
(77.6) 

67.5 
(69.5) 

67.3 
(66.6) 

11集団の場
での態度

78.4 
(82.7) 

85.5 
(86.9) 

83.9 
(86.8) 

93.9 
(94.0) 

94.9 
(93.2) 

92.7 
(92.3) 

12掃除
美化活動

84.7 
(87.0) 

90.4 
(88.9) 

82.9 
(87.7) 

88.0 
(84.8) 

90.8 
(85.4) 

92.6 
(82.2) 

（  ）内は、県平均値   は、県の目標値(80％)を達成した項目

質問紙調査

質問事項
小学校 中学校

第４学年 第5学年 第6学年 第1学年 第2学年 第3学年

１自分には，よいと

ころがあると思う

78.5 
(76.8) 

74.2 
(76.4) 

79.9 
(79.0) 

73.4 
(75.0) 

65.7 
(67.2) 

71.0 
(69.4) 

２先生は自分

のことを認めて

くれている

90.3 
(89.8) 

93.5 
(92.0) 

91.9 
(92.2) 

92.7 
(94.0) 

91.0 
(91.0) 

89.2 
(88.8) 

３先生たちは自分の

悩みの相談にのっ

てくれる

86.7 
(89.6) 

89.8 
(88.7) 

85.5 
(88.6) 

90.4 
(89.3) 

91.1 
(88.9) 

87.6 
(87.1) 

４友だちは自分の良

いところを認めて

くれている

85.6 
(85.3) 

91.0 
(88.0) 

90.2 
(89.5)

93.2 
(92.8) 

92.0 
(91.2) 

92.6 
(90.4) 

５将来の夢や目標を

持っている

90.1 
(89.6) 

91.2 
(91.2) 

88.7 
(87.5) 

85.5 
(86.8) 

72.1 
(75.2) 

78.4 
(72.2) 

６前学年の学級での

生活は楽しかった

94.3 
(92.9) 

91.7 
(91.4) 

91.2 
(91.0) 

92.9 
(92.8) 

93.9 
(91.5) 

91.3 
(89.5) 

７前の学年での学級

は、いろいろな活

動にまとまって

取り組んでいた。

90.4 
(89.7) 

93.3 
(92.8) 

93.4 
(93.5) 

92.2 
(93.0) 

92.7 
(91.1) 

91.1 
(89.0) 

８県や住んでいる市

町村の歴史や自然

に関心がある

71.3 
(69.6) 

76.2 
(71.3) 

72.3 
(67.5) 

62.5 
(58.1) 

45.8 
(42.1) 

46.8 
(35.0) 

９失敗を恐れないで

挑戦する

80.9 
(79.0) 

84.3 
(82.2) 

78.4 
(79.3) 

75.1 
(74.5) 

72.7 
(70.4) 

68.5 
(65.1) 

（  ）内は、県平均値        は、県平均値より高い項目

■「学校生活等に関する内容」■  

※「よくできる」「だいたいできる」を合わせた値（単位％） 



児童生徒に対する質問紙調査結果から教科に関する調査結果から

「規律ある態度」に関するほとんどの項目が、県の目標値である８０％以上達成

できている。「学校生活等に関する内容」では、多くの項目で県平均を上回っている。

◇：よい傾向  ◆：改善の必要有り   ⇒：改善策の一例

【小学校 第４学年】   

◇算数「量と測定」「数量関係」は、県平均を上回った。

◆国語 記述式の問題形式に課題が見られ、無回答率も高い。

⇒日常的に目的を明確にした作文を書く機会を設ける。

【小学校 第５学年】 

◇算数「図形」「数量関係」は、県平均とほぼ同程度である。

◆国語「話す聞く能力」の話合いの目的に応じて発言することに課題が見られる。

⇒話の内容をメモするだけでなく、話の趣旨などを考えながら聞くよう指導する。

【小学校 第６学年】

◇国語「話す・聞く・書く」「話す・聞く能力」は、県平均を上回った。

◆算数「数量や図形についての知識理解」、「数学的な考え方」に課題が見られる。

⇒毎時間の学習内容を定着するための指導と評価を確実に行う。

【中学校 第１学年】

◇国語の平均正答率は、県平均とほぼ同程度である。

◆数学「数量関係」における数学的な考え方に課題がある。

⇒数量の関係を言葉や式を用いて一般化して表現できるよう指導する。

【中学校 第２学年】

◇国語・数学の平均正答率は、県平均とほぼ同程度である。

◆英語「書くこと」における記述式の問題形式に課題がある。

⇒音声でやりとりした表現を自力で書いて表現させる活動を継続的に行う。

【中学校 第３学年】

◇国語の平均正答率は、県平均とほぼ同程度である。

◆数学「数と式」「関数」領域に課題が見られる。無回答率も高い。

⇒個別の支援、授業中の振り返りで学習内容を確実に定着させる。

教科に関する調査結果から

□：よい傾向  ■：改善の必要有り   ⇒：改善策の一例

【小学校】 

□学年が進むと達成している項目が増えている。

■「あいさつ」「話を聞き発表する」に関する項目は、2学年で8割を下回って
いる。

⇒学校での継続したあいさつ指導の取組や小中学校で連携した指導を行う。学

校と家庭の連携を図った取り組みを充実させる。

【中学校】

□「授業開始時刻」「学習準備」「集団の場での態度」ができていると答えてい

る割合が高い。日ごろの指導の成果が見える。

□「清掃・美化活動」が県平均より５ポイント以上高く、各学校における無言膝つ

き清掃等の継続した取組の成果が伺える。

■「話を聞き発表する」に関する項目は、県の平均と比較すると低くなってい

る。中学校第2・3学年では7割を下回っている。
⇒集団の中での適切な聞き方、話し方の指導を計画的に進め、発表する機会を

意図的に設定する。

【小学校・中学校共通】

※『あてはまる、どちらかといえばあてはまる』と答えた割合が県平均より高い主な項目

□ 教育に関する３つの達成目標の「規律ある態度」に関する項目は、ほとん

どの項目で県の目標値である８０％以上達成できている。 

□「友だちは自分の良いところを認めてくれている」「前学年の学級での生活は

楽しかった」「県や住んでいる市町村の歴史や自然に関心がある」に関する

項目はすべての学年で県平均を上回っている。

■「自分には、良いところがある」と答えている割合は、他の項目より低く、

全ての学年で8割を超えていない。
⇒学校行事等の工夫改善を図り、自己有用感を味わうことができるようにする。

小・中学校ともに全教科で、県平均を下回った。各教科の調査問題の中で、記述

式に対する無回答率が高い。特に学年が上がるにつれて、その傾向が高くなる。

本庄市の子どもの「学力」と「学習意欲等」について ～埼玉県学力・学習状況調査の結果の概要～

○様々な機会を捉え、各学校へ指導主事を積極的に派遣し、学習内容定着のための授業改善の方策を示し、実施状況の確認・見届けを行っていきます。

○学力向上推進委員会等で、児童生徒一人一人の学力を伸ばす方策を検討し、各学校の取組みを充実させるとともに全市で共通理解を図った取り組みを

推進します。

改善に向けた教育委員会の取組

☆

学

力

☆

☆
学
習
意
欲
等 


